
(57)【要約】

【課題】ＴｉＯ２ ルチル単結晶基板の表面を原子レベル

での高い平坦化を可能にする。

【解決手段】面方位（１１０），（１００），（００１

），（１１１）及び（１０１）から選択されたＴｉＯ２

ルチル単結晶基板を有機溶剤で洗浄し、次いで酸性溶剤

で洗浄した後、大気下約３００°Ｃ～約１，１００°Ｃ

の加熱温度で電気炉を用いて１時間焼成して、選択した

面方位の上記ＴｉＯ２ ルチル単結晶基板の表面に約０．

２２ｎｍ～約０．４６ｎｍの高さの原子ステップ２及び

テラス１を有する構造を得るようにする。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
Ｔ ｉ Ｏ ２ ル チ ル 単 結 晶 基 板 を 大 気 下 約 ３ ０ ０ ° Ｃ ～ 約 １ ， １ ０ ０ ° Ｃ の 加 熱 温 度 で 焼 成 し
て 、 選 択 し た 面 方 位 の 上 記 Ｔ ｉ Ｏ ２ ル チ ル 単 結 晶 基 板 の 表 面 に 約 ０ ． ２ ２ ｎ ｍ ～ 約 ０ ． ４
６ ｎ ｍ の 高 さ の 原 子 ス テ ッ プ 及 び テ ラ ス 構 造 を 得 る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 単 結 晶 基
板 の 熱 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
面 方 位 は 、 （ １ １ ０ ） ， （ １ ０ ０ ） ， （ ０ ０ １ ） ， （ １ １ １ ） 及 び （ １ ０ １ ） の 中 か ら 選
択 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 単 結 晶 基 板 の 熱 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
加 熱 時 間 は 少 な く と も １ 時 間 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ 記 載 の 単 結 晶
基 板 の 熱 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
前 処 理 と し て Ｔ ｉ Ｏ ２ ル チ ル 単 結 晶 基 板 の 表 面 を 有 機 溶 剤 で 洗 浄 し 、 つ い で 酸 性 溶 剤 で 洗
浄 し て お く こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 、 請 求 項 ２ 又 は 請 求 項 ３ 記 載 の 単 結 晶 基 板 の 熱 処 理
方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 誘 電 体 、 磁 性 体 、 高 温 超 電 導 体 な ど の 薄 膜 成 長 用 基 板 や 光 触 媒 材 料 の 発 現 機 構
解 明 の た め の 材 料 な ど に 適 用 さ れ る 単 結 晶 基 板 の 熱 処 理 方 法 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
良 質 な エ ピ タ キ シ ャ ル 膜 の 作 製 に は 、 単 結 晶 基 板 表 面 の 原 子 レ ベ ル の 平 坦 性 が 大 き く 影 響
さ れ る こ と は 知 ら れ て い る 。 こ れ ま で 、 Ｓ ｒ Ｔ ｉ Ｏ ３ 単 結 晶 基 板 や サ フ ァ イ ア 単 結 晶 基 板
に つ い て は 、 極 め て 高 い 平 坦 度 が 得 ら れ る 処 理 技 術 が 開 発 さ れ 、 そ の 処 理 技 術 が 例 え ば 特
許 第 ３ ２ ５ ２ ０ ５ ２ 号 特 許 公 報 、 特 許 第 ３ ０ １ ５ ２ ６ １ 号 特 許 公 報 及 び 特 許 第 ３ ２ ４ ４ ９
６ ６ 号 特 許 公 報 な ど に お い て 提 案 さ れ て お り 、 現 在 は 超 平 坦 化 技 術 が 確 立 さ れ て い る の が
実 情 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
一 方 、 Ｔ ｉ Ｏ ２ 単 結 晶 に つ い て は 、 光 触 媒 の 発 現 機 構 の 解 明 の た め に 、 ま た 薄 膜 電 子 デ ィ
バ イ ス 応 用 の た め に 、 多 く の 研 究 が 行 わ れ て き た 。
し か し な が ら 、 発 明 者 の 知 る 限 り で は Ｔ ｉ Ｏ ２ 単 結 晶 基 板 の 表 面 の 原 子 レ ベ ル 制 御 に つ い
て は こ れ ま で 系 統 的 に 研 究 さ れ た 例 は 見 当 た ら な い 。
本 願 発 明 の 目 的 は 、 Ｔ ｉ Ｏ ２ ル チ ル 単 結 晶 基 板 （ 以 下 「 ル チ ル 単 結 晶 基 板 」 と 略 称 す る 。
） の 表 面 を 原 子 レ ベ ル で の 高 い 平 坦 化 を 可 能 に す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 に お い て 、 選 択 し た 面 方 位 の ル チ ル 単 結 晶 基 板 を 大 気 下 約 ３ ０ ０ ° Ｃ ～ 約 １ ， １ ０
０ ° Ｃ の 加 熱 温 度 で 電 気 炉 な ど の 加 熱 装 置 を 用 い て 所 定 時 間 焼 成 し て 、 上 記 ル チ ル 単 結 晶
基 板 の 表 面 に 約 ０ ． ２ ２ ｎ ｍ ～ 約 ０ ． ４ ６ ｎ ｍ の 高 さ 原 子 ス テ ッ プ 及 び テ ラ ス 構 造 を 得 る
よ う に す る 方 法 で あ る 。
熱 処 理 の 対 象 と な る 上 記 ル チ ル 単 結 晶 基 板 は そ の 面 方 位 が 選 択 さ れ る 。 選 択 さ れ る 面 方 位
は 、 所 望 の 高 さ の 原 子 ス テ ッ プ 及 び テ ラ ス 構 造 を 制 御 で き る 面 方 位 か 又 は ル チ ル 単 結 晶 基
板 上 に 成 長 さ せ る 異 種 物 質 の 結 晶 格 子 に 適 合 す る 格 子 定 数 を 有 す る 面 方 位 で あ る 。 面 方 位
は 、 （ １ １ ０ ） ， （ １ ０ ０ ） ， （ ０ ０ １ ） ， （ １ １ １ ） 及 び （ １ ０ １ ） の 中 か ら 選 択 さ れ
、 選 択 の 範 囲 は 最 小 で 少 な く と も １ つ 、 最 大 で す べ て の 面 方 位 で あ る 。
加 熱 温 度 は 約 ３ ０ ０ ° Ｃ ～ 約 １ ， １ ０ ０ ° Ｃ の 範 囲 が 望 ま し い 。 約 ３ ０ ０ ° Ｃ よ り 低 温 に
な る と 、 上 記 ル チ ル 単 結 晶 基 板 の 表 面 に 所 望 の ス テ ッ プ が 得 に く く 、 ま た 約 １ ， １ ０ ０ °
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Ｃ を 越 え て 高 温 に な る と 、 ス テ ッ プ の 高 さ が 不 均 一 と な っ て 高 平 坦 性 を 有 す る 基 板 が 得 に
く く な る お そ れ が あ る 。
加 熱 時 間 と し て 上 記 加 熱 温 度 の 範 囲 に お い て は １ 時 間 程 度 で 良 い が 、 １ 時 間 未 満 又 は １ 時
間 を 越 え て も 良 い 。 も っ と も 、 加 熱 時 間 に つ い て は 、 加 熱 温 度 と の 関 係 で 相 対 的 に 決 定 さ
れ 、 高 温 の 場 合 に は 短 時 間 の 加 熱 処 理 が 可 能 で あ り 、 ま た 時 間 を か け る こ と に よ り 低 温 で
も 処 理 が 可 能 で あ る 。
ル チ ル 単 結 晶 基 板 を 焼 成 す る 段 階 に お い て 、 前 処 理 と し て 基 板 表 面 を 洗 浄 剤 を 用 い て 洗 浄
し て お く 場 合 と 、 洗 浄 す る こ と な く 焼 成 す る 場 合 の 双 方 が あ る が 、 前 処 理 す る こ と は 超 平
坦 面 で あ る テ ラ ス 構 造 を 得 や す く す る た め に は 望 ま し い 。 前 処 理 工 程 で あ る 洗 浄 工 程 で は
、 洗 浄 剤 例 え ば 有 機 溶 剤 で 洗 浄 し 、 つ い で 例 え ば 酸 性 溶 剤 で 洗 浄 す る と 、 上 記 効 果 が 高 め
ら れ る 。 有 機 溶 剤 と し て は ア セ ト ン 、 エ タ ノ ー ル な ど が 用 い ら れ 、 ま た 酸 性 溶 剤 と し て は
塩 酸 、 硝 酸 、 硫 酸 、 リ ン 酸 、 フ ッ 酸 な ど が 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 作 用 】
選 択 し た 面 方 位 （ １ １ ０ ） ， （ １ ０ ０ ） ， （ ０ ０ １ ） ， （ １ １ １ ） 又 は （ １ ０ １ ） を 持 つ
表 面 の ル チ ル 単 結 晶 基 板 を 所 定 温 度 で 所 定 時 間 焼 成 す る こ と に よ り 、 上 記 ル チ ル 単 結 晶 基
板 表 面 に は 所 望 の 高 さ の 原 子 レ ベ ル の ス テ ッ プ を 有 す る 超 平 坦 面 で あ る テ ラ ス 構 造 が 形 成
さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 実 施 例 】
（ 実 施 例 １ ）
面 方 位 （ １ １ ０ ） で あ る ル チ ル 単 結 晶 基 板 の 表 面 を ま ず 有 機 溶 剤 に よ っ て 洗 浄 し 、 つ い で
酸 性 溶 剤 で 洗 浄 処 理 し た 後 、 研 磨 仕 上 げ さ れ た ル チ ル 単 結 晶 基 板 を 電 気 炉 内 に お い て 大 気
中 ４ ０ ０ ° Ｃ の 加 熱 温 度 で １ 時 間 焼 成 し た 。
同 様 に 、 上 記 ル チ ル 単 結 晶 基 板 に 対 し て 異 な っ た 加 熱 温 度 す な わ ち 、 ５ ０ ０ ° Ｃ 、 ６ ０ ０
° Ｃ 、 ７ ０ ０ ° Ｃ 、 ８ ０ ０ ° Ｃ 、 ９ ０ ０ ° Ｃ 及 び １ ， ０ ０ ０ ° Ｃ の そ れ ぞ れ の 加 熱 温 度 で
も １ 時 間 焼 成 し た 。
こ の よ う に 、 上 記 の 面 方 位 で 、 か つ 下 限 を ４ ０ ０ ° Ｃ 、 上 限 を １ ， ０ ０ ０ ° Ｃ と し て 加 熱
温 度 を 順 次 １ ０ ０ ° Ｃ そ れ ぞ れ 上 昇 さ せ た ７ ケ ー ス に つ い て 、 個 別 に 焼 成 後 、 原 子 間 力 顕
微 鏡 で ル チ ル 単 結 晶 基 板 の 表 面 を 観 察 し た と こ ろ 、 ７ ケ ー ス の い ず れ の 加 熱 温 度 の 場 合 で
も そ の 表 面 に は 高 さ ０ ． ３ ２ ｎ ｍ の ス テ ッ プ 及 び テ ラ ス 構 造 が 形 成 さ れ て い た 。 テ ラ ス 幅
は ル チ ル 単 結 晶 基 板 の 表 面 の 結 晶 軸 精 度 す な わ ち 面 方 位 （ １ １ ０ ） か ら の ず れ 幅 に 依 存 し
て 相 対 的 に 変 化 し た 。
こ の 観 察 で は 、 原 子 間 力 顕 微 鏡 （ Ａ Ｆ Ｍ ） と し て Ｓ Ｉ Ｉ 社 製 の Ｓ Ｐ Ａ ３ ０ ０ ／ Ｓ Ｐ Ｉ ３ ８
０ ０ を 使 用 し た 。 観 察 範 囲 は １ × １ μ ｍ ２ で あ る 。
図 １ （ Ａ ） 及 び 図 １ （ Ｂ ） は 、 加 熱 温 度 が ９ ０ ０ ° Ｃ に お け る 焼 成 後 の 上 記 ル チ ル 単 結 晶
基 板 に お け る 配 向 面 （ １ １ ０ ） の Ａ Ｆ Ｍ 像 の 斜 視 図 及 び 同 断 面 図 で あ る 。 ル チ ル 単 結 晶 基
板 の 表 面 に は 高 さ ０ ． ３ ２ ｎ ｍ の ス テ ッ プ ２ 及 び テ ラ ス 幅 が １ ０ ０ ｎ ｍ を 越 え る テ ラ ス １
を 有 す る 構 造 が 形 成 さ れ て い た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
（ 実 施 例 ２ ）
面 方 位 （ １ ０ ０ ） で あ る ル チ ル 単 結 晶 基 板 の 表 面 を ま ず 有 機 溶 剤 に よ っ て 洗 浄 し 、 つ い で
酸 性 溶 剤 で 洗 浄 処 理 し た 後 、 研 磨 仕 上 げ さ れ た ル チ ル 単 結 晶 基 板 を 電 気 炉 内 に お い て 大 気
中 ４ ０ ０ ° Ｃ の 加 熱 温 度 で １ 時 間 焼 成 し た 。
同 様 に 、 上 記 ル チ ル 単 結 晶 基 板 に 対 し て 異 な っ た 加 熱 温 度 す な わ ち 、 ５ ０ ０ ° Ｃ 、 ６ ０ ０
° Ｃ 、 ７ ０ ０ ° Ｃ 、 ８ ０ ０ ° Ｃ 、 ９ ０ ０ ° Ｃ 、 １ ， ０ ０ ０ ° Ｃ 及 び １ ， １ ０ ０ ° Ｃ で 個 別
毎 に １ 時 間 焼 成 し た 。
こ の よ う に 、 上 記 の 面 方 位 で 、 か つ 下 限 を ４ ０ ０ ° Ｃ 、 上 限 を １ ， １ ０ ０ ° Ｃ と し て 加 熱
温 度 を 順 次 １ ０ ０ ° Ｃ そ れ ぞ れ 上 昇 さ せ た ８ ケ ー ス に つ い て 、 焼 成 後 、 上 記 原 子 間 力 顕 微
鏡 で ル チ ル 単 結 晶 基 板 の 表 面 を 観 察 し た と こ ろ 、 い ず れ の 加 熱 温 度 の 場 合 で も そ の 表 面 に
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は 高 さ ０ ． ４ ６ ｎ ｍ の ス テ ッ プ 及 び テ ラ ス 構 造 が 形 成 さ れ て い た 。 テ ラ ス 幅 は ル チ ル 単 結
晶 基 板 の 表 面 の 結 晶 軸 精 度 す な わ ち 面 方 位 （ １ ０ ０ ） か ら の ず れ 幅 に 依 存 し て 相 対 的 に 変
化 し た 。 観 察 範 囲 は １ × １ μ ｍ ２ で あ る 。
図 ２ （ Ａ ） 及 び 図 ２ （ Ｂ ） は 、 加 熱 温 度 が ８ ０ ０ ° Ｃ に お け る 焼 成 後 の 上 記 ル チ ル 単 結 晶
基 板 に お け る 配 向 面 （ １ ０ ０ ） の Ａ Ｆ Ｍ 像 の 斜 視 図 及 び 同 断 面 図 で あ る 。 ル チ ル 単 結 晶 基
板 の 表 面 に は 高 さ ０ ． ４ ６ ｎ ｍ の ス テ ッ プ ２ 及 び テ ラ ス 幅 が １ ０ ０ ｎ ｍ を 越 え る テ ラ ス １
を 有 す る 構 造 が 形 成 さ れ て い た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
（ 実 施 例 ３ ）
選 択 す る 面 方 位 及 び 加 熱 温 度 を 除 い て 、 実 施 例 １ に 示 す 条 件 と 同 一 の 条 件 で ル チ ル 単 結 晶
基 板 の 表 面 を 熱 処 理 し た 。
本 例 の 面 方 位 は （ ０ ０ １ ） 、 加 熱 温 度 は ８ ０ ０ ° Ｃ 及 び ９ ０ ０ ° Ｃ の ２ ケ ー ス で あ っ た 。
焼 成 後 の ル チ ル 単 結 晶 基 板 の 表 面 を 上 記 原 子 間 力 顕 微 鏡 で 観 察 し た と こ ろ 、 い ず れ の 加 熱
温 度 の 場 合 で も そ の 表 面 に は 高 さ ０ ． ３ ０ ｎ ｍ の ス テ ッ プ 及 び テ ラ ス 構 造 が 形 成 さ れ て い
た 。 テ ラ ス 幅 は ル チ ル 単 結 晶 基 板 の 表 面 の 結 晶 軸 精 度 す な わ ち 面 方 位 （ ０ ０ １ ） か ら の ず
れ 幅 に 依 存 し て 相 対 的 に 変 化 し た 。 観 察 範 囲 は １ × １ μ ｍ ２ で あ る 。
図 ３ （ Ａ ） 及 び 図 ３ （ Ｂ ） は 加 熱 温 度 が ９ ０ ０ ° Ｃ に お け る 焼 成 後 の 上 記 ル チ ル 単 結 晶 基
板 に お け る 配 向 面 （ ０ ０ １ ） の Ａ Ｆ Ｍ 像 の 斜 視 図 及 び 同 断 面 図 で あ る 。
ル チ ル 単 結 晶 基 板 の 表 面 に は 高 さ ０ ． ３ ０ ｎ ｍ の ス テ ッ プ ２ 及 び テ ラ ス 幅 が １ ０ ０ ｎ ｍ を
越 え る テ ラ ス １ を 有 す る 構 造 が 形 成 さ れ て い た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
（ 実 施 例 ４ ）
選 択 す る 面 方 位 及 び 加 熱 温 度 を 除 い て 、 実 施 例 １ に 示 す 条 件 と 同 一 の 条 件 で ル チ ル 単 結 晶
基 板 の 表 面 を 熱 処 理 し た 。
本 例 の 面 方 位 は （ １ １ １ ） 、 加 熱 温 度 は ５ ０ ０ ° Ｃ 、 ６ ０ ０ ° Ｃ 、 ７ ０ ０ ° Ｃ 、 ８ ０ ０ °
Ｃ 及 び ９ ０ ０ ° Ｃ の ５ ケ ー ス で あ っ た 。
焼 成 後 の ル チ ル 単 結 晶 基 板 の 表 面 を 上 記 原 子 間 力 顕 微 鏡 で 観 察 し た と こ ろ 、 い ず れ の ケ ー
ス （ 加 熱 温 度 ） で も 上 記 ル チ ル 単 結 晶 基 板 の 表 面 に は 高 さ ０ ． ２ ２ ｎ ｍ の ス テ ッ プ 及 び テ
ラ ス 構 造 が 形 成 さ れ て い た 。 テ ラ ス 幅 は ル チ ル 単 結 晶 基 板 の 表 面 の 結 晶 軸 精 度 す な わ ち 面
方 位 （ １ １ １ ） か ら の ず れ 幅 に 依 存 し て 相 対 的 に 変 化 し た 。 観 察 範 囲 は １ × １ μ ｍ ２ で あ
る 。
図 ４ （ Ａ ） 及 び 図 ４ （ Ｂ ） は 加 熱 温 度 が ８ ０ ０ ° Ｃ に お け る 焼 成 後 の 上 記 ル チ ル 単 結 晶 基
板 に お け る 配 向 面 （ １ １ １ ） の Ａ Ｆ Ｍ 像 の 斜 視 図 及 び 同 断 面 図 で あ る 。 ル チ ル 単 結 晶 基 板
の 表 面 に は 高 さ ０ ． ２ ２ ｎ ｍ の ス テ ッ プ ２ 及 び テ ラ ス 幅 が ８ ０ ｎ ｍ を 越 え る テ ラ ス １ を 有
す る 構 造 が 形 成 さ れ て い た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
（ 実 施 例 ５ ）
選 択 す る 面 方 位 及 び 加 熱 温 度 を 除 い て 、 実 施 例 １ に 示 す 条 件 と 同 一 の 条 件 で ル チ ル 単 結 晶
基 板 の 表 面 を 熱 処 理 し た 。
本 例 の 面 方 位 は （ １ ０ １ ） 、 加 熱 温 度 は ６ ０ ０ ° Ｃ 、 ７ ０ ０ ° Ｃ 及 び ８ ０ ０ ° Ｃ の ３ ケ ー
ス で あ っ た 。
焼 成 後 の ル チ ル 単 結 晶 基 板 の 表 面 を 上 記 原 子 間 力 顕 微 鏡 で 観 察 し た と こ ろ 、 い ず れ の ケ ー
ス （ 加 熱 温 度 ） に お い て も 、 ル チ ル 単 結 晶 基 板 の 表 面 に は 高 さ ０ ． ２ ５ ｎ ｍ の ス テ ッ プ 及
び テ ラ ス 構 造 が 形 成 さ れ て い た 。 テ ラ ス 幅 は ル チ ル 単 結 晶 基 板 の 表 面 の 結 晶 軸 精 度 す な わ
ち 面 方 位 （ １ ０ １ ） か ら の ず れ 幅 に 依 存 し て 相 対 的 に 変 化 し た 。 観 察 範 囲 は １ × １ μ ｍ ２

で あ る 。
図 ５ （ Ａ ） 及 び 図 ５ （ Ｂ ） は 加 熱 温 度 が ８ ０ ０ ° Ｃ に お け る 焼 成 後 の 上 記 ル チ ル 単 結 晶 基
板 に お け る 配 向 面 （ １ ０ １ ） の Ａ Ｆ Ｍ 像 の 斜 視 図 及 び 同 断 面 図 で あ る 。 ル チ ル 単 結 晶 基 板
の 表 面 に は 高 さ ０ ． ２ ５ ｎ ｍ の ス テ ッ プ ２ 及 び テ ラ ス 幅 が ５ ０ ｎ ｍ を 越 え る テ ラ ス １ を 有
す る 構 造 が 形 成 さ れ て い た 。
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【 ０ ０ １ １ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 に よ れ ば 、 ル チ ル 単 結 晶 基 板 の 表 面 を 原 子 レ ベ ル で の 平 坦 化 が 可 能 と な る か ら 、 光
触 媒 の 発 現 機 構 の 解 明 用 材 料 に 応 用 で き 、 ま た 性 能 の 良 い 薄 膜 電 子 デ ィ バ イ ス に 適 用 す る
こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 （ Ａ ） 及 び （ Ｂ ） は ル チ ル 単 結 晶 基 板 に お け る 配 向 面 （ １ １ ０ ） の Ａ Ｆ Ｍ 像 の 斜
視 図 及 び 同 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 （ Ａ ） 及 び （ Ｂ ） は ル チ ル 単 結 晶 基 板 に お け る 配 向 面 （ １ ０ ０ ） の Ａ Ｆ Ｍ 像 の 斜
視 図 及 び 同 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 （ Ａ ） 及 び （ Ｂ ） は ル チ ル 単 結 晶 基 板 に お け る 配 向 面 （ ０ ０ １ ） の Ａ Ｆ Ｍ 像 の 斜
視 図 及 び 同 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 （ Ａ ） 及 び （ Ｂ ） は ル チ ル 単 結 晶 基 板 に お け る 配 向 面 （ １ １ １ ） の Ａ Ｆ Ｍ 像 の 斜
視 図 及 び 同 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 （ Ａ ） 及 び （ Ｂ ） は ル チ ル 単 結 晶 基 板 に お け る 配 向 面 （ １ ０ １ ） の Ａ Ｆ Ｍ 像 の 斜
視 図 及 び 同 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 　 テ ラ ス
２ 　 　 　 ス テ ッ プ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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